
【作　家】 palla/河原和彦（ぱら/ かわはらかずひこ）

                         

  【会　期】 2015年５月２日（土）ー2015年５月１７日（日）

【時　間】 12：00 _ 18：00

【定休日】  火・水曜日

【場　所】 COHJU contemporary art

  〒604-0981 京都市中京区丸太町通寺町西入毘沙門町557 江寿ビル

【問合せ】 Tel.  075-256-4707 / Fax.  075-231-0948 / mail.  info@cohju.co.jp

【内　容】 　　　   
　　　　　　　　  

  

  

  
  
 

COHJU contemporary art
  
企画展

palla / 河原和彦 |  断面 SECTION
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写真や映像を折り返し重ね合わせ、それらを規則正しくずらしていく手法によってありふれた日常の光景か ら
非日常の世界を生み出してきたpalla/河原和彦。人間にとっての自然である「都市」や、大地の自然の象 徴である
「緑」などをモチーフに、単純なものから複雑なものを生み出すダイナミズムさを鮮やかに可視化 してきたが、
本展では折り重ねられた空間あるいは時間をずらしていく過程において現れる瞬間に着目した 映像2点を含む
新作を展示。あるイメージから表出する瞬間を捉えた「断面」を京都で初めての発表となるこの機会に是非ご高
覧ください。 また本展はKG＋参加展覧会となっております。

機材協力：キャノン株式会社

【タイトル】 断面 SECTION（だんめん せくしょん）

natures#001

  

【イベント】 　　　  オープニングパーティー｜５月２日（土）17:00~
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私の作品は、写真や映像を規則的に反復し配置・合成したものである。折り重ねられた空間あるいは時間を規則正しく
ずらしていく過程において、実に多彩な意味を放つ瞬間に出会うことがある。それは、あるイメージがダイナミックな展開
を遂げることにより生み出される時空間の隠された姿である。わたしたちの世界の隠れた構造は、自身がそこに組み込ま
れているがゆえに決して見ることができない。ただ、わたしたちがそれを認識しうる特別な瞬間がある。その瞬間がもたら
すダイナミズムがわたしたちを驚かせるのである。
無限の意味が飛散する瞬間を捉えた「断面」は、わたしたちの世界を知るための手掛かりである。不可視の時空間を認識
するための端緒となる。

palla/河原和彦

palla/河原和彦（ぱら/ かわはらかずひこ）

1969年　大阪生まれ
1993年　大阪市立大学建築学科卒業
　　　　
　　　
大学卒業後、建築設計の仕事に携わりながらも独自の視点と世界観で作品を制作。
主に関西を中心に映像・写真作品を発表し、そのスケール感に魅せられたコアなファンを持つ。グランフロント大阪のエレベーターホール
にも壁面アートを納入するなど活躍の幅を広げつつある。

Awards
2012年　六甲ミーツ・ アート 2012 入選
2007年　岡本太郎現代芸術賞　入賞
2006年　写真新世紀　優秀賞
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